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 重 要  

 

第47回 平成23年度 関東甲越地区肢体不自由特別支援学校 PTA連合会  

総会 及び PTA・校長会合同研究協議会 茨城大会 

 

 

第一分科会 「PTA活動の活性化」 

 

イベントを活用した会員相互の交流 発表資料 
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本校は昭和 49 年４月に開校した、横浜市で最初に作られた肢体不自由特別支援学校です。 

今年で開校 38 年目になります。 

 
所在地は、人口約 367 万人の大規模都市である横浜市のほぼ中央、保土ヶ谷区上菅田町です。 

横浜というと、山下公園やみなとみらいの風景を思い浮かべる方が多いと思いますが、 

学校周辺は緑も多く、近くにはキャベツ畑や牛小屋などもある、自然に恵まれた地域です。 
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小学部・中学部・高等部の３学部があり、児童生徒数は 212 名（5 月現在）、教職員数は 165 名で、 

横浜市内にある肢体不自由児校５校のなかで、もっとも大きな学校です。 

児童生徒は、横浜市のほぼ全域から 10台のスクールバスに乗って登校してきます。 

 

学校ホームページより  http://www.edu.city.yokohama.jp/sch/ss/kamisugeta/ 

子どもたちの 94％は重複障害で病名はさまざまです。明るく元気に、自立に向けて頑張っています。 
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開校から半年後、昭和 49 年 9 月にプレハブの仮校舎へ移転と同時にＰＴＡが設立されました。 

 

当時は小学部・中学部のみ生徒数も 75 名と少なく保護者が学校に付き添うことも多かったことから、 

保護者同士や教職員との連携もよく円滑にＰＴＡが組織されていきました。 

 

創立当初は高等部がなかったため、ＰＴＡが行政へ高等部設置を積極的に働きかけ、 

昭和 52 年 4 月に高等部が開校できました。 

 

本校舎の落成後、昭和 50 年には第 1回目のＰＴＡ主催のバザーが開催され、以後現在まで 

毎年行われています。 

 

卒業後の進路先不安・在宅にならないようにと作業所設立の資金作りのため、図書館から本の表紙を 

補修する仕事を請け負い、保護者・教員が一緒になって作業した時代もありました。 
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PTA は、次のような組織で構成されています。 

 

（１）常設委員会  ・役員会 

             総会運営、全体とりまとめ、書記、会計、渉外活動など。 

・学年学級委員会 

             各学年のとりまとめ、校長先生と語ろう会の運営など。 

・成人教育委員会 

             新転入会員歓迎会、卒業生保護者を祝う会、研修会企画など。 

・進路委員会 

             施設見学会、卒業生および保護者を招いての勉強会など。 

・広報委員会 

             広報誌の企画、編集など。 

 

（２）特別委員会  ・推薦委員会 

             次年度役員の選出。 

・医療的ケアを考える会 

             校内検討委員会への参加、他校との意見交換など。 

・ベルマークの会 

             ベルマークの収集とりまとめ、集計など。 

 

（３）有志の会   ・レザークラフト 

在校生および卒業生保護者によるレザークラフト制作。 

・放課後支援の会 

運動・音楽プログラム、ヘアーカット、ランチ会など。 
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PTA をとりまく現状と想定される問題点を、次の３つに分類して考えてみましょう。 

 

 

 

本校は通学課程のみの肢体不自由校で、

児童生徒数200名を越える大規模校です。 

新年度の転入学者数は、毎年 30 名を越え

ており、会員数は毎年 10 名程度増加して

います。 

人数が多いことの問題点として、全員参加

の行事は運営が困難になったり、役員や 

委員になった一部の人だけが PTA 活動に

参加するような状況になってしまう可能性が

あります。 

 

 

 

                                      

通常の PTA 活動は、役員と委員会の委

員長、校長、副校長、教務主任からなる

運営委員会を中心に行われています。役

員会は全般的な活動を行いますが、各

委員会は独立した役割を担い、年間計

画に基づいてそれぞれの活動を行って

います。 

各委員会には直接的な接点はなく、所属

する委員会以外の活動が見えにくい、委

員会どうしがコミュニケーションをとる機会

がないなどの問題が起こる可能性があり

ます。 
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本校の通学域は横浜市内ほぼ全域にわたります。児童生徒の居住地域が広範囲におよぶため、 

生活域と学校間がスクールバスで１時間以上かかるなど、遠く離れているケースもあります。 

児童生徒の多くはスクールバスを利用して通学しているため、保護者は行事以外で学校に来る機会が 

少なく、学校周辺の住民、企業・商店、地域交流校などと接点が持ちにくい状況となっています。 

周辺地域の住民にとっては、本校に家族や近所の子どもが通っているケースが少なく、身近にありながら

遠い存在になっています。 

 

 

 

想定される問題点に対し、実際の状況について、PTA バザーを通して考えてみたいと思います。 
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バザーには、開催の趣旨があります。この３つの柱を目的として、実施しています。 

 

 



 

9 

 

●一部の PTA 会員が行うバザーではなく全員がバザーに関われるようにしたい。 

   → 全員が売り場に立つ。 

       すべての会員が売り場担当になることで全員参加のバザーになる 

 

●今までバラバラに活動してきた委員会をつなげたい。 

     → 各委員会がバザーの仕事をする。 

       各委員会は通常の活動とは別にバザーでの役割を担うことで、 

委員会同士のつながりもできる。 

 

 

 

 

全員参加のバザー 学校は？ 

◆  保護者全員 → 売り場商品の準備 

◆  教 職 員  → 会場設営準備（前日）   

              PTA 渉外担当の先生４名が保護者とのパイプ役に。 
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バザー会場は大きくわけて３か所あります。 

その年ごとに、学年学級委員会が話し合い、晴れ、雤、天候によって場所を変更します。 

 

 

晴れの場合 

                  ・校庭 

                  ・バスターミナル 

                    （体育館は休憩所として使用） 

 

 

雤の場合 

                  ・体育館 

                  ・バスターミナル 
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【会場案内図の例】      ■→ＰＴＡ保護者 ■→作業所 ■→有志の会 

晴れバージョン 

 

雤バージョン 
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来場していただくことが 交流の第一歩 と考え、PR 活動に力を入れています。 

 

バザー当日は、会場に協賛企業の一覧を掲示します。 

例年、たくさんの地域の方にご来場いただいています。 
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 バザー当日、児童生徒は 授業の一環 としてお買い物体験をします。 

 先生や介助員さんといっしょに、お小遣いとエコバックを持って売り場をまわります。 

 混雑による危険を考慮し、一般入場より先に児童生徒の買い物を始めるなど、工夫しています。 
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※ 作業所側としても売る練習の場になるそうです 
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【ふれあい基金の使用例】 平成 22 年度 夏のつどい 夏季支援事業として実施 

・ 影絵劇団 かかし座 公演 

・ インドネシア竹製民族楽器演奏グループ ソアラバンブー 公演 
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